
◇ 2009年11月10日 第928回例会(第927号) ◇

■ 出 席 報 告 ■ 木 元 委 員

【10月27日】
在籍会員 44名（内出席規定適用免除者 9名）
出席会員 35名（内出席規定適用免除者 7名）

ホームクラブ出席率 83.33％

10月６日のＭＵを含む出席率 89.74％

ロータリーとは、他人に対する思いやりと、他人のためにつくすことである。

本日の例会

今週の歌 「 君が代・今日も楽し 」

卓 話 「 ロータリー財団月間に因んで 」

ＲＩ第2660地区財団奨学金・学友委員会

栢 本 義 臣 委 員

(飛田会員紹介)

次回例会のお知らせ(11月17日)

卓 話 「 ロータリーソング勉強会 」

栢 本 淑 子 会 員

前回〔10月27日〕例会記録

■ 来 客 ■
大 谷 透 君（ＲＩ第2660地区ガバナー）
木 村 雅 彦 君（大阪西南）
林 白 さん（米山奨学生）

会長の時間 渡 辺 会 長
皆様、こんにちは。
本日は、大谷透ガバナーの公式訪問日であります。

ガバナーには、大変お忙しい日程の中からお越し頂
き誠に有り難うございます。またこの後、卓話を頂
戴致しますが宜しくお願い致します。そして、大阪
西南ＲＣより木村雅彦様が地区大会のＰＲに来られ
ています。後ほどご案内宜しくお願い致します。
ロータリーの会合について代表的なものを少し話

させて頂きます。会合にはクラブ例会、地区協議会

（毎年１回、地区内全クラブの次期会長、幹事、委
員長などの次期クラブ指導者が集まる会合です）、
ＰＥＴＳ（会長エレクト研修セミナーです）、ＩＭ
（インターシティミーティングの事です）、そして
地区大会（毎年、各地区で開かれる会合の事で全ロー
タリアンと家族が出席できる会合でもあります）が
あります。地区大会には全会員皆様およびご家族の
参加を期待しています。よろしくお願い致します。

幹事報告 西 本 幹 事
◎大阪西南ＲＣより、地区大会のＰＲにお見えです。
◎クラブ広報委員長会議の案内

日時：11月14日(土) 10：00～11：30
場所：薬業年金会館 301号室
橋本委員長よろしくお願いします。

◎2009年11月のロータリーレートは１ドル＝90円
◎本日例会終了後、20周年実行委員会をメープル
ルームにて行います。

ニコニコ箱

東 　 会 員 大谷ガバナーをお迎えして。
延 　 会 員 大谷ガバナーをお迎えして。
芳 賀 会 員 ガバナーをお迎えして。
堀 田 会 員 ３度目のクラブ選手権を取りました。
加 藤 会 員 大谷ガバナーをお迎えして。
北 山 会 員 大谷ガバナーをお迎えして。



米 谷 会 員 年重ね１つ心に結ばれる。結婚し
て60有余年、特に何も言はなくても心の通じ合
うこの頃です。結婚祝ありがとうございました。

長 島 会 員 大谷ガバナーをお迎えして。
西 上 会 員 大谷ガバナーをお迎えして。
西 本 会 員 大谷ガバナーをお迎えして。
西 山 会 員 大谷ガバナーをお迎えして。
庄 瀬 会 員 大谷ガバナーをお迎えして。
杉 本 会 員 大谷ガバナーをお迎えして。
結婚記念日の花ありがとうございました。

ふたり共元気で迎えた50回目の記念日でした。
寺 井 会 員 大谷ガバナーをお迎えして。
内 田 会 員 大谷ガバナーをお迎えして。
和 田 会 員 大谷ガバナーをお迎えして。
渡辺(忠)会員 大谷ガバナーをお迎えして。
本日分 92,000円
累 計 490,000円

奉仕活動委員会 飛 田 副委員長
（ロータリー財団担当)

ロータリーカードの案内・報告
先日、案内したカード申込みが７名もありました。

ありがとうございました。

ＲＩ第2660地区2009～10年度地区大会のご案内

大阪西南ＲＣ 木 村 雅 彦 様
第１日：2010年２月26日(金)

リーガロイヤルホテル
第２日：2010年２月27日(土)

大阪国際会議場
ホストクラブ：大阪西南ロータリークラブ

第１日目

友愛の広場 12：00～18：00
オープニングセッション
13：00～14：30（登録開始 12：00）
セッション①

会長幹事懇談会
「危機における決断～戦国武将に学ぶ～」

作 家 津 本 　 陽 氏
セッション②

「勝者の思考法」
スポーツジャーナリスト

二 宮 清 純 氏
セッション③

「笑いの処方箋～笑いと長寿の科学～」
「元気で長生き研究所」所長
「日本笑い学会」副会長

昇 　 幹 夫 氏
落語家 笑福亭松喬 氏

ウェルカムセレモニー（光琳の間）
15：00～15：50（登録開始 14：00）
会員・家族のつどい（ロイヤルホール）
イルカ アコースティックライブ
開演 16：20～17：30

ＲＩ会長代理歓迎晩餐会（光琳の間）
18：00～20：30（受付開始 17：00）

第２日目

友愛の広場
ドリンクサービス・地区委員会の活動紹介
12：00～17：00

本会議（5Fメインホール）
12：30～17：30（登録開始 11：00）
記念講演 中 谷 　 巖 氏

卓 話

「公式訪問に際して」

国際ロータリー第2660地区
大 谷 透 ガバナー

吹田江坂ＲＣへの訪問を非常に楽しみにしており
ました。その理由は大学ＲＡＣの立ち上げを是非成
功させて頂きたいという思いが強いからです。
ガバナーの公式訪問の目的は、一言で云えば「ク

ラブを励ますこと」であります。大学ＲＡＣを立ち
上げで軌道に乗せられるようエールをお送り致しま
す。
国際的な組織にまで発展したロータリーという組

織の継続的発展のために、ＲＩはＰＥＴＳ、地区チー
ムリーダー研修セミナー、地区協議会など、を開く
ように定めています。ＣＬＰやＤＬＰもロータリー
の継続的発展のために考え出されたもので、地区委
員会の構成などもＤＬＰの推奨に従って行い、西上
さんが地区の研修委員、金馬さんが青少年活動委員
会でご活躍して下さっていますし、芳賀さんが２年



前に２組のＧＡをして下さっています。特にガバ
ナー補佐制度が出来てからは、毎月のＧＡ会議では
クラブ訪問の様子が報告され、そのクラブの問題点
やその改善点などが討議されるのですから、ガバ
ナー一人が訪問していた時代に比べると、ガバナー
の果たすべき責務の徹底という面から見ると、雲泥
の差があります。
今回の秋のライラのテーマは「リーダシップの人

間力」でした。関大での大学ＲＡＣの事もあり、多
くの方がご出席いただいたようですが、特に大学Ｒ
ＡＣを提唱するクラブでは全ての会員が、一人残ら
ず、リーダーシップを身に付けて頂きたいと思いま
す。
リーダーシップとは理論と実践を通じて身に付け

た能力と定義されていました。そして、リーダーシ
ップとは：与えられた情況の中で、目標の達成にメ
ンバーが積極的に取り組み、期待される結果を作り
出すよう影響を与えることなのです。それがロータ
リーの中核をなす価値観（Core Value）の一つであ
るリーダーシップであり人間力（人間としての魅力）
です。各車両にモーターを内蔵した新幹線型でモー
ターを回すのです。会長の方針にしたがって実践活
動をするのです。そうすれば今のような状況の下で
も必ず会員増強は達成できると思わされた次第です。
今年度のＲＩのテーマ「ロータリーの未来はあな

たの手の中に」は、マハトマ・ガンジーの言葉「未
来は、私たちが現在なにをするかによって決まる」
を重く受け止めて、決めたということです。行動の
意思決定を下す我々の価値観に信頼を託されたとい
うことです。従って、我々は信頼に応えてロータリー
の中核をなす価値観（core value）を身に付ける必
要を感じ、地区のテーマを「ロータリーを身に付け
よう」としました。
そのためには基本を理解しておく必要があります。

ロータリーの綱領（目的）は“奉仕の理想”を鼓吹し
育成することです。英語の原文“Ideal of service”
が示す概念とは、“人のニーズをよく汲み取って、
そのニーズを理想的なかたちで満たしましょう”、
という意味です。そして、これを４大奉仕にも適用
するようにと念を押して、４つの項目を挙げていま
す。
【第１項目】の「知り合いを広めよう」の原文では
“development of acquaintance”即ち、知り合いの
程度を発展させる事にも“Ideal of service”を適
用せよというのですから、単に会員増強だけではな
く、交友関係を深め、親友を作る事も含んでいるの
です。Personal な交友関係は人生の宝です。

【第２の項目】は自分の職業にも“Ideal of service”
を適用するのですよ、そのためには職業倫理を高く
保ち、高潔さと誠実さ（Integrity and honesty）を
忘れては駄目ですよ。これが一番手近かで出来る社
会貢献なのですよと云っているのです。
職業に“Ideal of service”を適用すると云うこ
とは：顧客の、そして従業員の、ニーズをよく汲み
取って、最もその人たちのためになるようなかたち
で、そのニーズを満たしましょうと言う事です。従
って、They profit most who serve best.というの
は、顧客のニーズを満たそうと最善を尽くした者の
商売が一番繁盛する、と云う事ですから、納得でき
ます。
交友関係においても、職業においても、家庭や地域
社会においても、高潔さはロータリアンのcore value
です。しっかりと身に付けましょう。
【第３項目】は社会奉仕
【第４項目】は世界社会奉仕に於いて、地域のニー
ズをよく汲み取り、それを理想的なかたちで満たし
て行きましょう、という事です。国際的なロータリー
の働きを財政的に支える財団には以下の強調事項が
あります。
水、飢餓・貧困の救済、識字率の向上、End polio
now, world peace fellow の支援、これらを支援する
ために、一人いくらをと地区は提示しますが、それ
らを分担金として受け取らず。目安として受け取り、
分相応の犠牲をはらって、祝福されてください。
It is more blessed to give, than to receive.
九牛一毛は司馬遷が皇帝を批判し、誅殺されよう
とした時に、自分は皇帝にとっては九牛の一毛のよ
うな者であるが、この一毛を大切にする心が大切だ
と皇帝に訴えた時に使った言葉。
ＲＩ会長代理として、ビチャイ・ラタクル元ＲＩ
会長が来会されますが、彼をロータリアンにした一
つの事件：施設の子供をつれてハイキング、別れ際
に一人の小さな男の子がビチャイさんの腕をつかん
で、しんみりとあなたが自分の父親だったらどんな
に嬉しいことかと云ったというのです。その少年の
お陰で、自分はロータリアンになったと述懐されて
います。
その子一人を救っても、大海の一滴なのです。し
かし、小さな一つの心の交流を大切にしようではあ
りませんか。自分の近くにいる一人の子供を宝だと
思う心が、我々をロータリアンにしてくれるのです。
「ロータリーの未来はあなたの手の中に」あるの
です。ご清聴有難うございました。


